
 

兵庫県朝来市 木質バイオマス事業における官民協働スキームの解消 

 

２０２２年１１月３０日 

関 西 電 力 株 式 会 社 

株式会社関電エネルギーソリューション 

 

「兵庫県朝来市(あさごし)における木質バイオマス事業の操業開始について」 

［２０１６年１２月１日お知らせ済み］ 

 

関西電力および関電エネルギーソリューション(以下、当社グループ)は、 

兵庫県森林組合連合会（以下、県森連）より、兵庫県朝来市木質バイオ  

マス事業（以下、本事業）において県森連が運用を担う be 材※１供給セン

ター※２事業からの撤退申出を受けました。 

 

これを受け、当社グループは、本年１２月２４日に関電エネルギーソリ

ューションが運営を担う朝来バイオマス発電所を停止し、１２月２５日付

で本事業の官民協働スキームを解消※３することを決定しました。 

今後、朝来バイオマス発電所の事業譲渡を含めた検討を進めてまいります。 

 
※１ ｂｅ材：燃料用チップに供する、間伐等で伐採され森林内に残されたままに 

なっている未利用木材。 
※２ ｂｅ材供給センター：ｂｅ材の貯蔵、燃料チップへの加工、チップの貯蔵   

および品質管理を行う施設。 
※３ 兵庫県、朝来市、県森連、公益社団法人兵庫みどり公社（現、公益社団法人ひ

ょうご農林機構）、関西電力の五者で、２０１３年１２月９日付で締結した協
定等の解約。 

 

 

以 上 

 

https://www.kepco.co.jp/corporate/pr/2016/1201_1j.html

